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??????????? ?? ?? ?? ??｝一　の
1種が集合して7個までのもの
1，23ラF重力｛　　　　　〃
1種が7個以上集合するもの
1．2種が　　　〃
1．2．3聚重力；　　　　／／
2種黒鮎がi封顕してる山型
2．二種　　　　〃
3種　　　　　・／
1誓，種｝黒・・想・ゐ・・の
2種黒黙の双頭型
2．3種　　〃
3種　　〃
1種の密集性なき群型
］　’㌔3禾重　　　　／／
1種のみの渦巻環状型
1．2．3種　　t／
我が國には現在三型は英國式の分別法が普及しておるが，私はどうもぴったり
來ない所が多く，畳へにくい黒占から，此の分類法を新設して見た．私が244號
に記したのは1941年七月の事である．8群型20種別は多い檬でもあるが，實地
に分別して行くと，中間に位して，決臨に躊躇する事も中々に多い．、
　244號のは1941年六月末までだが，今回は其後1個年間の統計である．同期聞
の観測口数は215日で，内14日の無黒黒胡と，スケッチを献いた2日あり，都合
199日，552群の記録を得た．皇Pち
　　　　　　　　1941」…p　　　　　　　　　　　　　　　　　1942年
　　　　．E　BI　7　8　9　10　11　12　1　2　3　4　5　6
　　　　2－g　lft　52　44　28　65　26　40　46　5　t　68　75　47　10
之等の運勢は，同一群で例ば10日間観測されたものは10群となる事は勿論であ
って，其の間に群型の推移が行はれる．：先づ群歎を記せば
　　　　型翻i｝一一
　　　贈型ll　ll；｝〃226・4・％
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密集型
封立型
列状型
双頭型
散開型
渦八型
野iト
1影ト
1都、11〃32
151il　i／uis
盈：｝〃7
1訂；｝〃・2
総激の14．3％
i／　5．9’W％
tf　5．8％
t／　2．72％
tt　127％
i／　2．18％
読明を加へれば，第4種群（暗部ばかりの黒黙が数個集合する）は目立って多く，
23％を占めて居り，開集合平群の第17種は2回の出現で，最下位である．暗部
黒闇の箪猫型第1種が78回も観測された事から推察して，最も見落し易い危瞼
性の群である．等しい軍猫型でも，第2種第3種：では，斯ρ西日は先づ仔馬と
言ってよV・．、衣に，前回護表のものと連絡を付けると
A　種
B　ノノ
C　t／
gA種
gB　ti
gC　ti
OA種
膿｝
餐創
1彫
1勘｝
78個
60　t／
10　t／
154個
93個
91個
?????
?
???????
???
?
｝??
註
：：；1：寛｝
148個
338個
26．8％
61．23
第5種群は2屯して第7，8種に加へた．
7個
47個
12個
ユ．27％
8．52％
2．18％
第五白黒難群出現率の等比性として指示・したgA，　gB，　A，　B，　Cの順に出現峯の
亥第に降下する事實は，今も尚ほ前回豫想の様な結果を得た．帥ち27．9％，16．85
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％，14．11％，10．88％，1．81％である．然し静かに考察するならば，誇大するに
は値しない．薔集團性は新法によっては8分され，何分かの獲展とも見る．
　群型研究も之の程度では深い興味も無い．毎回繰返す如く，緯度と出現期間
の關係，或は群型の攣化と緯度の關係等を研究して見たい．後者の方法に付て
は現在の私の観測範圃で，牟ぱ困難でないから，後日に於て出現回数頻繁なら
ざるものから着手する積りである・前者は他の襯測者に依頼して究明する外に
は手段なく，課員諸氏の御奮起を要望する．
白斑．重要な主題だが，積極的に手を付けない．素人に出來る面白V・性質の探
索法も確かに淺されてると考へる．私は他の槻測航程白斑を認める事は，（理由
は不明だが）余り多くない．
織論．今回の此の長たらしい報告中で，格別に主張したのは，三相が日中，午
後に於て等割以上に悪くなV・黒占である．樹，先頃獲表した黒黙計算論は，今の
所，賛否判明せす，反響も勘いが，ととの性質上無理のない事と思ふ．しかし
新計算法も考案の結果，比較を獲表したい．狭い観測分野と見えても即く，ま
だ，まだ研究の未開拓地は墨きない．（絡）
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